
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ３０１７ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 情報Ⅰ Ｎｅｘｔ （数研出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業ではパソコンによる実習と知識を学ぶ座学から構成されている。実習においては、聞いて理解

するだけでなく、自ら考え、課題を作成し、発表することを目的としている。また、座学では情報

化が急速に発展する中、パソコンやネットワークの基礎基本を学習し、理解することを目的として、

試験を行い、今後の変化にも対応する知識と活用能力を持ってほしい。 

 

 

２ 学習の到達目標 

知識・技能については、まず、社会で起こっているネット犯罪やモラルについて理解すること、そ

して思考・判断・表現においては、自分の身に起こってしまった場合、どこに相談し解決するかを

考え、学びに向かう力、人間性等については、自分が加害者や被害者にならないようにするために

は、どのような注意が必要で、どのような発信の仕方が大切かを理解し、社会でＳＮＳをどのよう

に活用していくか考えることを目標とする。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報化社会において、光と

影を学習し、自分自身が加

害者や被害者にならないよ

うに理解するとともに、法

規や制度及びマナーを尊守

する力を養う。 

その課題をどのように作成す

るか、みんなに作品を見せる

ことで、発表を意識し、どの

ような表現方法にするかを考

え、表現しているかを学習し、

今後の作品に生かす能力を養

う。 

課題において、どのような作

品にするかを自ら調べ自ら考

え、また時間内に完成させる

ことを目的とし、問題の発

見・解決に向けて主体的に情

報と情報技術を活用する能力

を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

情
報
社
会
の
問
題
解
決 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
し
く
み 

01 情報の特徴 

 

a:一次情報・二次情報といった情

報の種類について理解してい

る。 

b: 情報の価値や信頼性、情報を

検証する方法について考え判

断し、その結果を適切に表現し

ている。 

c:情報の信頼性や情報を検証す   

 る方法について関心をもち、積

極的に情報を検証しようとし

ている。 

主体的、

自律的に

捉えようと 

してい

る。 

定期考査 実習 

02 情報の表現形式 a: さまざまなメディアの特徴を

理解している。 

b: 情報の適切な表現形式につい

て考え、判断している。 

c:情報の適切な表現形式につい

て関心をもっている。 

定期考査 定期考査 実習 

03 問題解決（１） 

04 問題解決（2） 

a:問題解決を行うために、情報機

器を効率的に活用することが

できる。 

b:問題解決のプロセスについて

考え、その結果を適切に表現し

ている。 

c:具体的な問題解決の手順を学

ぼうとしている。 

定期考査 定期考査 実習 

05 情報社会 a:情報社会を支える法律につい  

 て理解している。 

B:法を尊守した判断や情報モラ

ルに配慮した適切な判断がで

きる。 

C:情報社会を支える法律につい

て意欲的に学ぼうとしている。 

定期考査 定期考査 実習 
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06 個人情報 a:個人情報やプライバシーの保

護・活用に関連する法律の意義

や目的、内容について理解して

いる。 

b:情報を適切に法律や個人の責

任について考察し、適切に表現

している。 

c:個人情報やプライバシーを保

護することについて関心をも

ち、個人の責任を果たそうとし

ている。 

定期考査 定期考査 実習 

07 知的財産権 

08 著作権 

a:著作権などの知的財産権を保

護する必要性や、その法律の目

的について理解し、知的財産権

を侵害せずに情報機器を活用

することができる。 

b:著作権などの知的財産権を保

護することの必要性について

考え、判断し、その結果を適切

に表現している。 

c:身近な著作権侵害について意

欲的に考えている。 

定期考査 定期考査 実習 

09 情報セキュリティ 

10 情報セキュリティ対策(1) 

11 情報セキュリティ対策(2) 

12 情報セキュリティ対策(3) 

a:情報セキュリティについて理

解している。そこにはアクセス

制御やコンピュータウイルス、

架空請求などがあり、対策方法

を身につけている。 

b:情報セキュリティを脅かす問

題に対して必要な対策につい

て考え、判断している。 

c:情報セキュリティについて関

心を持ち万が一被害にあった

場合の対策について考え、管理

方法について改めて見直して

いる。 

定期考査 定期考査 実習 
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13 情報技術の発展(1) 

14 情報技術の発展(2) 

a:情報の発展で人工知能やクラ

ウド PC などの発展がめざまし

い情報技術について理解して

いる。 

b:情報の発展に伴い、人工知能の

発展に伴っても求められる人

間の働き方や能力について考

えている。さらに社会の変化に

ついて考え、光と影について考

える。 

c:発展がめざましい情報技術に

ついて光と影について関心を

もっている。 

定期考査 定期考査 実習 

15 情報技術の適切な活用

(1) 

16 情報技術の適切な活用 

(2) 

a:インターネット上のトラブル

を理解し、それを回避してイン

ターネットや情報知識を適切

に活用するための知識を身に

つけている。 

b:インターネット上のトラブル

の原因や対策について考え、そ

の結果を適切に表現している。 

c:インターネット上のトラブル

への対策について関心をもち、

主体的に対応しようとしてい

る。 

定期考査 定期考査 実習 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
活
用 

40 コンピュータによる通信 a:LAN や WAN などの、PC による通

信やモバイル通信に関する知

識を身につける。 

b:LAN やインターネットなど、PC

による通信とその影響につい

て考える。 

c:LAN やインターネットなど、PC

による通信に感心をもち、積極

的に活用しようとしている。 

定期考査 定期考査 実習 

41 通信プロトコル 

42 パケット通信 

43 IP アドレスとドメイン名 

a:プロトコルの階層についての

役割と他のプロトコル、IP ア

ドレス DNS の役割を理解する。 

b:プロトコルの階層の構成につ

いて、またパケット通信の利

点・欠点について考え、判断す

る。 

c:プロトコルの構成やパケット

通信について関心をもってい

る。 

定期考査 定期考査 実習 
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２
学
期 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

17 情報のデザイン表現 a:アナログとデジタルのちがい   

 やデジタルの特徴を理解して

いる。 

b:アナログとデジタルのちがい   

 について考え、適切に判断して

いる。 

c:デジタル情報がどのように表

されるかについて関心をもち、

積極的に活用しようとしてい

る。 

定期考査 定期考査 実習 

18 デザイン情報の表し方(1) 

19 デザイン情報の表し方(2) 

a:ビット・バイト・2進法・10 進 

法・16 進法・文字コードにつ

いて理解している。 

b:限られたビット数で数値を表

現する方法、文字を文字コード

で表現している。 

c:文字情報がデジタルでは数値

でそのように表現されている

か関心をもっている 

定期考査 定期考査 実習 

20 デジタル表現（１） 

21 デジタル表現（2） 

22 デジタル表現（3） 

a:画像・動画の仕組み、解像度や

階調を意識して画像を加工す

ることができる。動画はフレー

ムレートの枚数を計算する。 

b:解像度や階調の違いを判断し、

動画をデジタル化する方法に

ついて考え、その結果を適切に

表現している。 

c: 解像度や階調について関心を

もち、さらに動画の仕組みにつ

いても関心を持っている。 

定期考査 定期考査 

実習 

実習 

23 データの圧縮 a:データの圧縮について音声、静

止画、動画データの特徴を理解

している。 

b:データの圧縮の仕組みについ

て考え、その結果を表現してい

る。 

c: データの圧縮の仕組みについ

て積極的に活用しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 実習 
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

30 ハードウェア 

31 ソフトウェア 

32 PC での数値の内部表現 

a:コンピュータの基本的な構造

や PC の働きを理解し、OS の役

割やアプリケーションとの違

いについて理解する。 

b:PC の CPU やメモリ、ソフトウ

ェアの働きについて考えてい

る。 

c:PC の構造や周辺機器、ソフト

ウェアに関心をもち、積極的に

活用しようとしている。 

定期考査 定期考査 実習 

33 アルゴリズム 

34 プログラミング 

35 プログラミング(1) 

36 プログラミング(2) 

37 プログラミング(3) 

a:問題解決の手順・解法をアルゴ

リズムを用いて表現する方法

を理解し、プログラムも同じよ

うに表すことができることを

理解する。 

b:アルゴリズムを例にいろんな

流れを表現することができ、プ

ログラムにも応用できること

を考え、実際に記載する。 

c:アルゴリズムに関心を持って

いる。プログラム言語にも興味

を持っている。 

定期考査 定期考査 

実習 

実習 

38 モデル化 

39 シミュレーション 

a:モデル化を問題解決に活用す

る方法を理解し、そのための技

能を身につけて表現する。 

b:モデル化を活用し、シミュレー

ションの結果を評価し、その結

果を適切に表現している。 

c:問題解決にモデル化やシミュ

レーションを積極的に活用し

ようとしている。 

定期考査 定期考査 実習 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

44 WWW と電子メール a:webページの特徴やその閲覧の

仕組み、URL の構成や意味につ

いて理解している。 

b:電子メールの送受信の仕組み

について考える。 

c:web ページの閲覧方法・電子メ

ールの仕組みについて関心を

もっている。 

定期考査 定期考査 実習 
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45 情報の暗号化 a:通信の秘密を守る必要性や、暗

号のしくみを理解している。 

b:通信の秘密を守るために、どの

ような方法があるか考えてい

る。 

c:通信の秘密を守る暗号につい

て関心をもち、主体的に対応し

ようとしている。 

定期考査 定期考査 実習 

３
学
期 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

24 コミュニケーション手段の

発達 

25 情報発信とメディアの性

質 

a:情報発信の目的に応じて適切

なメディアで発信することが

できる。 

b:情報発信の目的や受け手に応

じて情報伝達のメディアを適

切に表現している。 

c:情報を発信することや情報伝

達のメディアに関心をもち、情

報を適切に発信しようとして

いる。 

定期考査 定期考査 実習 

26 情報を表現する方法 

27 効果的な情報デザイン 

a:伝えたい情報をわかりやすく

表現するため必要な知識を身

につけ実際に表現することが

できる。 

b:バリアフリーや UD の必要性に

ついて考え、その結果を適切に

表現している。 

c:人にとって利用しやすいユー

ザインタフェースについて関

心をもっている。 

定期考査 定期考査 実習 

28 プレゼンテーションの流

れ 

29 プレゼンテーションの注

意点 

a:プレゼンテーションソフトウ

ェアを活用するための技能を

身につけている。 

b:プレゼンテーションの目的や

対象者をふまえて、効果的なプ

レゼンテーションとなるよう

考えている。 

c:効果的な資料作成や発表に関

心をもち、積極的に工夫してい

る。 

定期考査 定期考査 

実習 

実習 
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デ
ー
タ
分
析 

46 データベース 

47 社会における情報システ

ム 

a:データベースの特徴や機能・管

理方法について理解している。 

b:データベースのはたらきや必

要性について考察し、その結果

を適切に表現している。 

c:データベースを利用して情報

を蓄積・管理することで、どの

ようなことが可能になるのか

に関心を持っている。 

定期考査 定期考査 実習 

48 さまざまなデータ 

49 データの分析(1) 

50 データの分析(2) 

51 データの分析(3) 

a:データ分析においてデータの

形式や尺度水準について理解

し、分析方法が多岐にわたるこ

とを理解する。 

b:データを目的に応じて分析方

法を考え、その結果を適切に表

現している。 

c:データ分析において、表計算ソ

フトなどの情報を活用し、デー

タの種類についても関心をも

っている。 

定期考査 定期考査 

実習 

実習 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


